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1. 肝吸虫症の 1例
小方信二，斉藤博幸，安徳純
鈴木大司，森 上，鏡味勝
(成田赤十字・内科)
症例:45歳，男性，韓国人。航空会社に勤務。ウナギ
や川魚を食す。 5年前より右季肋部痛があり胆石症とし
て加療していた。昭和54年12月，近医で DICを施行し
たが造影不良の為，精査目的にて当医へ紹介された。
理学所見:貧血・黄症なく，軽度の肝腫大あり，検査
所見: RBC 481万， WBC 7600，Hb 14.9g/dl，Hct 
43%，Stab 2，Seg 27，Lym 43，Eos 18，Bas 4， 
GOT 12，GPT 9，ALP 9k. A.，LDH 180. LAP 
154，T. B.1 0.4mg/cll，s-A mylase 149Somogyi，α-
FP (一)， CEA 1.94ng/ml.糞便検査:虫卵(-)(浮
遊法)。腹部エコーにて1l.5cmX3.5cmの著明に腫大し
た胆嚢と肝内外の胆管拡張を認めた。 ERCPでは醇頭
部勝管の不整硬化と軽度狭窄あり。以上より膳頭部癌を
疑い PTC施行。肝内外胆管拡張，胆嚢腫大，末梢胆管
の不鮮明化， 数mmX数cnlの胆管内陰影欠を認めた。
又胆汁より肝吸虫卵を認めた。その後遺心沈殿法にて多
数の虫卵を糞便中にも認め，吸虫駆虫剤 Praziquantel
投与により糞便虫卵数の著減をみた。 
2. 肝膿虜の超音波所見と CT像について
篠崎文信，御園生正紀，漆原昌人
(国立千葉・内科)
昭和55年9月より昭和56年5月までに肝膿療を 4例経
験し全例に超音波及び CTを施行し経過を観察，若干
の治験を得たので報告する。症例は男 3例女 1例，年齢
は47歳から65歳まで平均56歳である。部位は右葉3例左
葉 1例で臨床症状としては 4例全例に発熱を認め， 2例
に右季初部痛を認めた。感染経路として 1例には逆行性
胆管炎， 1例は胆のう炎が疑われたが他の 2例では不明
である。ヱコ}所見としては，全例に不整形の eystic 
patternを認め， 2例にエコー下穿刺を施行し 1例に排
膿を認めたが他の 1例では排膿は認めず。 CT所見とし
ては全例に低吸収域を認め 1例に膿蕩内ガス像を認め
た。肝スキャンでは 4例全例に SOLを認め血管造影は 
3例に施行して 2例に所見を認めた。経過観察中 1例で
エコー所見と CT所見がほぼ平行して改善されたが，
他の 1例ではエコーで肝膿療が消失後も CTではなお，
低吸収域が認められ CT所見よりもエコー所見の方が
早く改善された。 
3. 当院における胆道系由来の敗血症について
管野治重，鈴木和夫
(市原市辰巳病院)
辰巳病院において昭和52年より 56年4月にかけて53例
の菌血症を経験した。敗血症の原病巣として胆道感染が
最も多く 17例 (32.1%)，次いで尿路感染が 12例 (22.6
%)であった。
胆道系由来の敗血症17例の原因菌では大腸菌が10例で
最も多く， St. taecalis 2例，縁膿菌， Citrobacter， 
Emtrobacter，表皮ブドウ球菌，嫌気性球菌名 1例で 7
菌種が検出された。
胆道系由来の敗血症の発症時期は自宅が14例と多く入
院中発症した者は 3例であった。
基礎疾患では結石(肝，胆のう，胆管)10例，総、胆管
拡張症 1例， J重湯 5例であった。
胆道系由来の敗血症患者には胆道，勝，胃，十二指腸
の手術歴を持つ者が15例 (88.2%)と多く，手術歴のな
い2例は総胆管結石症を基礎症患に有していた。
原因菌の決定では十二指腸ゾンデでの胆汁培養と血液
培養の成績がよく一致していた。
